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A Study of Current Situation of FD and Future Issues in Suzuka Junior College 
 
The issue of the correct method of holding classes in universities has been debated 
over and over again. Universities are now implementing Faculty Development (FD) 
in order to investigate optimal teaching methods and to discover exactly what sort of 
classes are most beneficial for students. Suzuka Junior College is no exception to 
this, and we are now coming up on the fifth year since we actively adopted and 
implemented FD. This report introduces the current situation of our FD program, 







注 1) 注 2)（ファカルティ・ディベロプメント、以下、ＦＤと略称）が実施されている。2004
年の文部科学省(以下、文科省と略称)の調査によると短期大学を除く学部もしくは研究




























今後の FD 事業のあり方について言及したものである。  
 
１．本学におけるＦＤの取り組み 
（１）平成 15～平成 16 年度 
 ①授業評価 




（２）平成 17 年度 
本学におけるＦＤの取り組みは学生による授業評価は実施していたものの、組織的な
動きとはいえず、長年の懸案事項のひとつであった。前述のとおり、大学では認証機関










授業が実施されることが決定された。記念すべき第１回目の公開授業が平成 17 年 11 月
11 日に行われた。公開された授業は、当時本学の学科長である櫻井悠郎教授が担当する
「衛生学及び公衆衛生学」であり、教職員の参加が 12 名であった。授業終了後に担当者
を交えての交流会を実施することになり、9 名の参加があった。「公開授業 → 交流
会」という流れは、現在も変化しておらず、交流会については原則、公開授業当日に実
施されている。平成 17 年度は櫻井教授の他、久保教授、横井教授（本山助教授、筆者を












前述のとおり、公開授業については記録がなされているが、参考までに平成 18 年 11
月実施された筆者の授業記録（記録者は永石喜代子助教授）を資料として文末に掲載す
る。 
 1.山田芳子教授「栄養学各論」（実施日：11 月 10 日（金）３限 122 教室） 
    意見交換会： 同日午後４時（小会議室） 
 2.横井一之教授「保育内容(環境)」（実施日：11 月 20 日（月）３限 211 教室） 
   意見交換会：同日午後４時（小会議室） 
 3.田中雅章助教授｢生活情報処理Ⅱ｣（実施日：11 月 22 日（水）３限 情報処理ｾﾝﾀｰ） 
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   意見交換会：同日午後２時 40 分（小会議室） 
 4.堀建治助教授｢こどもの運動あそびⅠ｣(実施日：11月 30日(木)５限 高校旧体育館） 
   意見交換会：同日午後６時（小会議室） 
5.福永峰子助教授「給食計画論」（実施日：１月 17 日（水）２限 231 教室） 
   意見交換会：同日 午後１２時３０分（小会議室） 
 6.十津守宏助教授・川又俊則助教授｢教職演習｣(実施日：1 月 18 日(木)３限 233 教室） 
















 1.岡野節子准教授「調理実習Ⅰ」（実施日：6 月 22 日（金）１・２限 222 教室） 
    意見交換会： 同日午後 4 時 20 分（小会議室） 
2.永石喜代子准教授「看護学Ⅰ」（実施日：7 月 10 日（火）３限 222 教室） 
    意見交換会： 7 月 11 日（水）午後 12 時 30 分（小会議室） 
 3.横井一之教授・本山ひふみ准教授・堀建治准教授 
「幼稚園実習事前事後指導」（実施日：7 月 17 日（火）３限 211 教室） 
    意見交換会： 同日午後６時（小会議室） 
 4.梅原頼子講師｢公衆衛生学｣（実施日：12 月 3 日（月）2 限 133 教室） 
   意見交換会：同日午後４時 20 分（小会議室） 
 5.本山ひふみ准教授｢こども学概論・保育学｣(実施日：12 月 5 日(水)２限 122 教室） 
   意見交換会：同日午後 12 時 30 分（小会議室） 
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 6.大野泰子講師「健康管理概論」(実施日：12 月 7 日(金)３限 133 教室） 
























大学教授矢田貞行氏を講師として、2007(平成 19)年 10 月 24 日(水)、午後５時 10 分か








































































[ 成績評価の相互開示 ] 
学期終了後に、成績評価の分布が開示され、評価基準について教員相互のチェックが
行われている学科、研究科もある。  
[ 授業内容の報告と討論 ] 
授業研究会として、教員が各自の担当科目の授業内容を報告しあい、意見交換を通じ
て教育内容のチェックが行われている。 
[ 年度末の組織的総合評価 ] 






[ 授業参観報告書 ] 
教員相互の日常的授業参観において、授業参観者に対して授業参観報告書の提出を求
め、FD 活動に活用している。  
 
おわりに 

















































舘昭氏らの著書を引用し、以下の 13 項目を列挙している。  
（1）大学の理念・目標を理解するワークショップ   
（2）ベテラン教員による新任教員への指導   
（3）教員の教育技法（学習理論、授業法、討論法、学業評価法、教育機器利用法、  
メディア・リテラシーの習熟）を改善するための支援プログラム   
（4）カリキュラム開発   
（5）学習支援（履修指導）システムの開発   
（6）教育制度の理解（学校教育法、大学設置基準、学則、履修規則、単位制度）   
（7）アセスメント（学生による授業評価、同僚教員による教授法評価、教員の諸活
動の定期的評価）   
（8）教育優秀教員の表彰   
（9）教員の研究支援  
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（10）研究と教員の調和を図るシステムと学内組織の構築の研究   
（11）大学の管理運営と教授会権限の関係についての理解   
（12）大学教員の倫理規程と社会的責任の周知  
（13）自己点検・評価活動とその活用  
















集第 37 集（2005 年度）  
６) 有本章編，(2007)：高等教育研究叢書 92 ＦＤの制度化と質的保証〔後編〕，   
PP.93-100，広島大学高等教育研究開発センター  
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授業名 こどもの運動とあそび 
授業者 堀 建治 先生 
授業日 平成 18 年 11 月 30 日（ 木 ） 第 ５ 限  
教 室 高校旧体育館 




16：20 点呼 堀先生が学生の名前を呼び、点呼する。２６名参加 
       鬼頭助手が助手に付く。 
              堀先生の点呼（学生の名前を呼ぶ）学生は元気に返事し挙手している。 
16：22 点呼終了 
       本日の授業内容の説明に入る。「ボールで遊ぶ」 
       ボールの種類の説明後、ボールで遊ぶよう指示する。 
16：25 ボールで学生は思い思いの遊びをする。 
       ・バスケットボールの遊び：４名 
       ・ドッチボール     ：14 名 
       ・輪になってのボール投げ：４名 
       ・ロングパス      ：４名 
       体育館全体を使って、学生自身が自然とグループをつくり「ボール遊び」が
できている。学生が積極的に動き、学生自身が楽しんでいる。 
16：30  ペアを組んでのボール遊びの説明 
・下から投げる ・バウンドして投げる ・キックをして投げる 
・ドリブルして投げるなどの４種類を説明。 
16：32   開始 
     ・下から、バウンド、キック、ドリブルの種類の遊びを学生は楽しみながら
一生懸命にやっている。歓声をあげ、励ましたり、喜んだりで元気で積極
的に動いている。 
16：34   終了 
     説明（二人でじゃんけん）「アンパンチーム」と「どきんちゃんチーム」 
     コートをつくり、コート内にいる学生にボールを転がして当てる。 
     ドッチボールの変形。ボールに当らないように逃げる。当った学生は  
     コートの外に出るなどの説明。学生はしっかりと聞いいている。 
16：37  開始 
16：39   終了  最後まで残った学生は一人であった。応援する者、喜びの歓喜    
     をあげるものと、楽しんでいる。また、全員が参加していている。 
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16：40  どきんちゃんチームが開始 






    平均的にボールがいくように考えて投げている。 
16：48 終了 




    「ドカン」となると歓声があがり、元気な笑い声、拍手がある。 
16：54  終了 
     輪になり手をつなぎ、輪の中からボールが外に出ないように足で蹴る。 
     説明後、開始。 
16：55  コトロコトロ？ 遊び 
    6～7 人組 学生が自分たちで積極的にグループを作る。 
    一人が鬼となり、後の人が列を作る。鬼が最後の人にめがけてボールを 
    当てる。列になったメンバーは家族で、最後の人にボールが当らないように 
    カバーしながら動く。 
16：56 開始 
16：58 終了 





17：05   1 回戦（頭の上でボールを送っていく）1 位、2 位、3 位のチームを呼ぶ。そ
のたびに声を上げて喜ぶ。3 位も最後まで頑張り、拍手をしている。 
17：06  ２回戦（ボールをバウンドさせて送る） 
17：07  開始 




17：11 終了 順位発表 
    学生の一つのチームが「1 位が 1 回もない」と残念がると、「本当やな～」と




17：13 学生は熱気で暑いといい、体育館のドアを開放する。運動していない者    
にとっては寒いが、学生は熱心で寒さは全く感じない様子。 
    ３グループで体育館の端まで、足でボールを蹴って、戻ってくる。次の人には
ボールを止めて交代するなどの説明。 
17：15 開始 
17：20 終了 順位発表 
    各グループ、2 列となって手をつないでボールを蹴ることの説明。 
17：21 開始 男女のペアもあるが、拒否はせず一生懸命にやっている。 
17：23 ボールを使用するときの説明。ゲームの約束を守ることの大切さを説明する。 
    ボール運びゲーム：両手でボールを運ぶ 
 （ピザ屋・すし屋・ラーメン屋とグループ名をつける） 
17：25  開始 
17：26 終了 順位発表 
    ボールに付随した遊び方、ボールを使用しての遊び方の説明。 
    パオパオバルーン：大きなバルーンを広げてドームを作る。 
    バルーンの中に入るチームと、バルーンを支えるチームが交代に出入りする。 
17：27 開始 
    終了 ボールをバルーンの縁に置いて、ボールを落とさないように回す。 
17：29  開始（コントロールが難しい・協力しながらやっている・楽しそう） 
17：30  終了 天井までボールを上げる。１、2 回はうまく上がらない。学生は相談を
する。どこで、バルーンを下げて、どこで上げるかの意思統一をしている。タ
イミングも必要との意見や、最初はしっかり下げるなどの意見が出る。 
17：32  号令をかけて、ボールを天井までうまくあげる。成功！ 
    再度、行う。コツが理解できて 2 度目も成功する。大きな歓声。 
17：40 「バルーンをたたんでください」との先生の指示に学生はサッと動く。   




    （堀先生は太鼓でリズムを取る。） 
    拍子を変える。左右の拍子を変える。拍子にあわせて学生は手をあげる。 
    左右の拍子が異なると、戸惑う学生も数名いたが全体的にうまく調子をとって
いる。 
17：45 集合 リズムテストをいれるから練習をしておくように伝える。 
    ボール遊びの【まとめ】 
    ・「遊び」について対象が子どもから大人までやり方が異なること。 
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＜授業交流会の記録＞ 
 





































































                         記録：永石 喜代子 
 
 
